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本資料に関する
お問合せ

金沢21世紀美術館　担当学芸員： 野中祐美子、宮澤佳奈
広報担当： 岩島加奈、吉冨智大、落合博晃
〒920-8509　金沢市広坂1-2-1
TEL 076-220-2814　FAX 076-220-2802
https://www.kanazawa21.jp　E-mail: press@kanazawa21.jp

展覧会名 NEUTRAL COLORS　NEW CIRCUIT / ニュー・サーキット

会期 2026年9月15日（火）～2027年4月18日（日）

休場日 月曜日（ただし9月21日、10月12日、10月26日、11月23日、1月11日、3月22日は開場）、
 9月24日、10月13日、10月27日、11月24日、12月29日～1月1日、1月12日、3月23日

開場時間 10:00～18:00（金・土曜日は20：00まで、1月2日～3日は17:00まで） 

会場 金沢21世紀美術館　デザインギャラリー

料金 無料

主催 金沢21世紀美術館［公益財団法人金沢芸術創造財団］

協力 理想科学工業株式会社

後援 北國新聞社

お問合せ 金沢21世紀美術館 TEL： 076-220-2800

NEUTRAL COLORS
NEW CIRCUIT /
ニュー・サーキット

2026年9月15日（火）～
2027年4月18日（日）
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展覧会概要 私たちの身の回りには膨大な量の情報が溢れています。インターネットやSNS、電子書籍に
デジタル動画がますます発達していくなかで、物理的に手に取って読める本や雑誌は本当に必
要なものだけしか所有しなくなりました。NEUTRAL COLORS（ニュー・カラー）は、イン
ターネットに流れる「情報」ではなく、どうしても紙で残しておきたい「感情」を必要な量だけ
刷りたいという思いから、2019年に始まった出版社であると同時に、発行する雑誌名であり、
印刷製本所の名称です。デジタルで瞬時にシェアされる情報が全盛の時代だからこそ、
NEUTRAL COLORSは、会いたい人に会い、じっくり話を聞き、時間をかけて自分たちが残
したいと思えるものを作る、その徹底したもの作りの姿勢を貫いています。
本展では、取材、編集、デザイン、レイアウト、印刷、製本、流通という個別の取り組みが
有機的につながりながら、個人的な体験や創作、記憶をリソグラフなどのハンドメイドな印刷
手法を交えた唯一無二の誌面で発信し続けるNEUTRAL COLORSの取り組みそのものを紹
介します。
NEUTRAL COLORSの活動は、外部の関係者との協働が欠かせません。本展では、金沢で
活動する独立系書店、印刷所、デザイナー等の協力も得ながら、出版サイクルの新しい形に
ついて展示を通して模索していきます。また、NEUTRAL COLORSの１年間のサイクルを
「サーキット」に見立て、出版社、事務所、印刷製本所として機能する会場が、作業の内容に
応じて変化していく様子もお楽しみください。

社会のデジタル化や産業のDX(デジタルトランスフォーメーション)が進展する現代において、現
地取材とハンドメイドによる紙の雑誌制作にこだわるNEUTRAL COLORS。紙媒体の休刊や
web媒体への移行が相次ぐ中、展示を通して、紙の質感や印刷の味わいなど、実際に手にとって
読むことができる紙の雑誌の魅力や意義を問いかけます。

雑誌の魅力と本質に向き合う展示

雑誌の制作過程に応じて、3期に分けて展示します。新刊や出版物、発送作業などを紹介する
「届ける」（9～10月）、公開インタビューなどを行う「取材する」（11～12月）、印刷・丁合・製本
を行う「つくる」（3～4月）と、約7ヶ月間の展示期間を通して日々変化していく制作風景をご
覧ください。

雑誌が生み出される過程そのものを公開

金沢の独立系書店などとの協働や、能登半島地震で被災した若者によるZINE制作、海外の編
集者を招いた記事制作など、多様なプログラムを予定しています。展示にとどまらない、地元の
若者や国内外の来館者が参加できる体験型の展覧会となります。

金沢の同業者、能登の若者、来館者を巻き込んだプロジェクトを予定

展覧会の特徴
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NEUTRAL COLORSは独立した出版社であると同時に、発行する雑誌名であり、印刷製本所
の名称である。その3つは有機的につながる。印刷、製本、流通までを一貫して行うNEUTRAL 
COLORSの出版スタイルは、大量商業印刷による大部数出版と少部数インディペンデント出
版の中間にあたる経済的に持続可能な中規模出版モデルを目指している（雑誌で5000部／書
籍やアートブックで300～1000部ほど）。2025年にNEUTRAL COLORS事務所内書店として
NEW COVERを始動。世界で集めたアートブックを販売している。

NEUTRAL COLORS

編集者
一貫して雑誌編集にこだわりを持ち、『NEUTRAL』『TRANSIT』『ATLANTIS』の創刊に携わ
る。出版社、編集プロダクション、デザイン事務所勤務を経て2019年より一人出版社
「NEUTRAL COLORS」を開始。リソグラフ、シルクスクリーンなど、印刷に手作業を組み込ん
だアートブックを制作。2020年には雑誌『NEUTRAL COLORS』を創刊。年に一度発刊し、世
界中のアートブックフェアに参加している。

加藤直徳

グラフィックデザイナー
1992年、愛知県生まれ。神奈川県を拠点に活動中。
ブックデザイン、展覧会広報物など芸術・文化領域を中心に活動。2025年に出版プロジェクト
「Meian」を開始。主な仕事に、雑誌『NEUTRAL COLORS』（NEUTRAL COLORS、2020
-）、デザインジャーナル『Ilmm』（FLOOAT、2024–）、ニコラ・ブリオー著『ラディカント』（フィ
ルムアート社、2022）など。

加納大輔

作家プロフィール
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撮影：足立涼
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画像1～6を広報用にご提供いたします。 ご希望の方は下記をお読みの上、当館プレスルーム
の画像提供ページからお申し込みください。
https://www.kanazawa21.jp/form/press_image/

［使用条件］
※広報用画像の掲載には各画像のキャプションとクレジットの明記が必要です。
※トリミングはご遠慮ください。作品が切れたりキャプション等の文字が画像にかぶったりし
ないよう、 レイアウトにご配慮ください。
※情報確認のため、お手数ですが校正紙を広報室へお送りください。
※アーカイヴのため、後日、掲載誌（紙）、URL、番組収録のDVD、CDなどをお送りくださ
い。 以上、ご理解・ご協力のほど、何とぞよろしくお願いいたします。

広報用画像

photo : Yoichi Onoda
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